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化粧筆のショーケースの前に立つ竹宝堂の竹森臣社長＝広島県熊野町、上田幸一撮影

　

リ
ス
や
ヤ
ギ
な
ど
、
ふ

わ
っ
と
し
た
動
物
の
毛
の
束

に
、「
半
差
し
」と
呼
ぶ
小
刀

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
通
す
。逆

毛
や
先
っ
ぽ
の
切
れ
た
毛

が
、半
差
し
に
吸
い
付
く
よ

う
に
取
り
除
か
れ
て
い
く
。

　

竹
森
臣
社
長
（
61
）は
「
誰

で
も
毛
は
取
れ
ま
す
が
、い

い
毛
も
悪
い
毛
も
取
っ
て

し
ま
う
。長
年
の
経
験
や
勘

が
も
の
を
い
う
ん
で
す
」と

説
明
す
る
。毛
先
を
木
の
筒

に
入
れ
、山
型
に
整
え
る
な

ど
の
工
程
を
へ
て
完
成
。大

き
め
の
化
粧
筆
な
ら
、１
本

１
万
円
ほ
ど
が
中
心
価
格

帯
だ
。

　

１
９
５
２
年
創
業
。人
形

の
顔
を
描
く
面
相
筆
の
技
術

を
、共
通
点
が
あ
っ
た
化
粧

筆
に
も
生
か
し
た
。70
年
代

か
ら
、安
価
な
動
物
の
毛
を

使
っ
た
ア
イ
ラ
イ
ナ
ー
な
ど

の
量
産
化
に
乗
り
出
し
た
。

　

転
機
は
89
年
。安
い
中
国

製
品
が
台
頭
し
始
め
て
い
る

時
に
、カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
か

ら
高
級
化
粧
筆
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

供
給
の
声
が
か
か
っ
た
。竹

森
社
長
は
「
大
量
に
安
く

つ
く
る
仕
事
は
全
部
海
外

に
行
っ
て
し
ま
う
。会
社
を

変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
」と
振
り
か
え
る
。

　

使
う
毛
の
特
徴
の
見
極
め

や
化
粧
品
と
の
相
性
な
ど
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
カ
ネ

ボ
ウ
の
要
望
に
応
え
た
。そ

の
後
も
、技
術
力
が
評
価
さ

れ
、取
引
先
メ
ー
カ
ー
が
拡

大
。ネ
ッ
ト
通
販
を
通
じ
、ア

ジ
ア
や
欧
米
な
ど
、海
外
販

売
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

竹
森
社
長
は
「
こ
れ
か
ら

も
、高
級
路
線
で
お
客
様
に

喜
ば
れ
る
商
品
を
つ
く
り
続

け
る
」と
意
気
込
む
。

竹た
け
も
り森　

臣し
ん

さ
ん（
61
歳
）

竹
宝
堂　

社
長

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉１
９
５
７
年
生
ま
れ
。広
島
県
熊
野
町
出
身
。日

本
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、文
具
メ
ー
カ
ー
を
へ
て
、85
年
に
家

業
の
竹
宝
堂
に
入
社
。97
年
に
専
務
か
ら
社
長
に
昇
格
。熊
野
筆

事
業
協
同
組
合
理
事
長
も
務
め
る
。

　

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
「
熊
野
筆
」。カ

ネ
ボ
ウ
化
粧
品
や
資
生
堂
な
ど
、大
手
メ
ー

カ
ー
の
高
級
化
粧
筆
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
、

「
筆
の
都
」を
う
た
う
広
島
県
熊
野
町
に

あ
る
竹
宝
堂
だ
。伝
統
の
技
術
を
生
か
し
、

メ
ー
カ
ー
以
外
に
も
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
手
が
け
る
ブ
ラ
ン
ド
の
「
黒
衣
」

と
し
て
、事
業
を
広
げ
て
い
る
。

（
近
藤
郷
平
＝
２
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

化
粧
筆
、熊
野
の
伝
統
技
術
生
か
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ネ
ッ
ト
や
、百
貨
店
で
の
期

間
限
定
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
―
―
国
内
の
化
粧
筆
市
場

を
ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

　

サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表

の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
11

年
に
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞

し
、熊
野
の
化
粧
筆
が
記
念

品
と
し
て
贈
ら
れ
て
注
目
が

集
ま
り
、そ
の
後
も
、し
ば
ら

く
は
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、近
年
は
飽
和
状
態
で

す
。動
物
愛
護
に
配
慮
す
る

動
き
も
気
に
な
り
ま
す
。動

物
の
毛
を
化
粧
筆
に
使
わ

ず
、合
成
繊
維
に
切
り
替
え

る
動
き
が
メ
ー
カ
ー
の
間
で

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か

注
視
し
て
い
ま
す
。

　
―
―
海
外
販
売
は
。

　

国
内
が
伸
び
悩
む
半
面

で
、海
外
は
こ
の
数
年
で
着

実
に
伸
び
て
い
ま
す
。竹
宝

堂
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
強
み

を
持
つ
業
者
を
通
じ
て
、ア

ジ
ア
や
欧
米
な
ど
の
お
客
様

に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。海

外
で
の
売
り
上
げ
は
、会
社

全
体
の
１
割
弱
で
す
。

　
―
―
今
後
の
方
針
は
。

　

う
ち
の
強
み
は
、材
料
を

熟
知
し
、培
っ
て
き
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、高

い
品
質
の
商
品
を
つ
く
っ
て

い
く
力
で
す
。こ
れ
か
ら
も

高
級
路
線
で
、利
用
し
て
い

た
だ
く
人
た
ち
が
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
筆
づ
く
り
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

（
聞
き
手
・
近
藤
郷
平
）

た
い
な
も
の
。高
級
化
粧
筆

は
メ
イ
ク
を
思
い
通
り
に
描

く
た
め
の
も
の
で
、全
く
違

い
ま
す
。未
経
験
だ
っ
た
、肌

の
あ
た
り
が
柔
ら
か
い
高
価

な
動
物
の
毛
を
使
っ
て
、化

粧
品
と
の
相
性
な
ど
も
考
え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

カ
ネ
ボ
ウ
さ
ん
か
ら
の
最

初
の
仕
事
は
ま
さ
に
試
行
錯

誤
。た
だ
、そ
の
仕
事
を
や
り

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
て
自
信

と
な
り
、ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
社
と
は
、03
年
か
ら
父
で

会
長
の
鉄
舟
の
名
前
を
冠
に

し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て

い
ま
す
。鉄
舟
は
今
も
現
場

の
一
線
の
職
人
と
し
て
、商

品
の
品
質
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

―
―
他
社
と
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
も

広
が
っ
て
い
ま
す
か
。

　

資
生
堂
や
コ
ー
セ
ー
、

ポ
ー
ラ
、ナ
リ
ス
化
粧
品
さ

ん
な
ど
と
取
引
が
あ
り
ま

す
。著
名
な
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
機
会
も
増
え
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の
化
粧
筆
を
つ

く
る
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。

　
―
―
自
前
で
の
販
売
は
ど

う
で
す
か
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
の
生
産
量
が
７

割
ほ
ど
を
占
め
ま
す
が
、竹

宝
堂
ブ
ラ
ン
ド
で
も
、様
々

な
シ
リ
ー
ズ
を
販
売
し
て

い
ま
す
。自
分
た
ち
の
店
を

構
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、販
売
し
て
い
る
店
は

限
ら
れ
ま
す
が
、イ
ン
タ
ー

生
産
し
て
い
ま
す
。生
産
量

の
99
％
が
化
粧
筆
を
占
め
る

会
社
と
な
り
ま
し
た
。

　

―
―
高
級
化
粧
筆
に
、

培
っ
て
き
た
技
術
の
応
用
が

で
き
た
の
で
す
か
。

　

祖
父
母
が
（
人
形
の
顔

を
描
く
）面
相
筆
の
職
人
で
、

父
の
鉄
舟
（
現
会
長
）が

１
９
５
２
年
に
創
業
し
ま
し

た
。面
相
筆
と
メ
イ
ク
道
具

の
ア
イ
ラ
イ
ナ
ー
な
ど
が
、

毛
の
長
さ
や
大
き
さ
な
ど
の

点
で
技
術
的
な
共
通
点
が
あ

り
ま
し
た
。70
年
代
前
半
か

ら
化
粧
筆
も
量
産
化
し
始

め
ま
し
た
。た
だ
、つ
く
っ
て

い
た
の
は
安
い
商
品
で
、化

粧
品
を
肌
に
塗
る
ブ
ラ
シ
み

　

―
―
大
手
メ
ー
カ
ー
の
高

級
化
粧
筆
を
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相

手
先
ブ
ラ
ン
ド
で
の
生
産
）

で
手
が
け
て
い
ま
す
ね
。

　

カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が

始
ま
り
で
す
。１
９
８
９
年

の
こ
と
で
す
が
、当
時
は
、画

筆
と
値
段
が
安
い
化
粧
筆
を

主
に
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。た

だ
、安
い
中
国
の
製
品
に
押

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
て
、事
業
モ
デ
ル
、会
社
を

変
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。商
品
に
よ
っ
て

値
段
は
異
な
り
ま
す
が
、パ

ウ
ダ
ー
ブ
ラ
シ
の
よ
う
な
大

き
め
で
あ
れ
ば
１
本
１
万
円

ほ
ど
す
る
商
品
を
数
多
く

大
手
化
粧
品
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

技
術
力
生
か
し
高
級
路
線

海
外
販
売
も
着
実
な
伸
び

インタビューに答える竹宝堂の
竹森臣社長＝いずれも上田幸一撮影

化粧筆の毛をそろえる作業を説明
する竹宝堂の竹森鉄舟会長

専用の道具を使い化粧筆の毛をそろえる
竹森鉄舟会長の手元

ショーケースに並ぶ竹宝堂の化粧筆
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【ファイナリスト】
◆第２回ＳＯＥＲＵのファイナリストと受賞者は次の通り。
◇ｐｅｔａｐｅｔａ代表取締役　山崎幸枝さん（広島市）
　＝大賞（中国経済産業局長賞）
◇アプトプランニング代表取締役　児玉範子さん（広島市）
　＝優秀賞（中国地域ニュービジネス協議会長賞）
　※高付加価値な手工芸による国内外の女性自立支援事業
◇ワタナベミュージックラボ代表取締役
　渡邊朋子さん（三原市）＝優秀賞（中国経済連合会長賞）
◇ｐａ ｃｈｅｒｒｙ ｂ. 代表　益村千代さん（鳥取県）
　＝優秀賞（日本政策投資銀行中国支店長賞）
　※地元の素材を生かした新鮮なジェラート
◇ＭＭＧインターナショナルサービス代表取締役
　宮井ふみ子さん（広島市）
　※日本にいながら外国の街を疑似体験できる
　　「ミニミニ外国ｉｎ広島」
◇Ｔｉｎｔ Ｃｏｌｏｒ代表　田丸曜子さん（広島市）
　※生きている証しを自分らしくより美しく写真に残す
　　「美忘録」サービス
◇ヘルスケアマネジメント協会代表理事
　振本恵子さん（広島市）
　※看護師・保健師によるコンサルタント集団の育成
◇Ｍａｋｅｒ Ｓｐａｃｅ ＳＣＵＬＡＢ＊代表　下山凜さん（岡山県）
　※ＩＴ×ＡＲＴ×モノづくり教室によるＳＴＥＡＭ教育事業

「
Ｓソ

エ

ル

Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」　

女
性
起
業
家
を
支
援

中
国
地
方
の
行
政
や
企
業
、
団
体
が
連
携

「
ｐ

ペ

タ

ペ

タ

ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｅ
ｔ
ａ
」（
広
島

市
）代
表
取
締
役
の
山
崎
幸

枝
さ
ん
は
こ
う
喜
ん
だ
。

　

山
崎
さ
ん
は
２
児
の
母
。

育
児
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩

し
た
こ
と
が
あ
り
、同
じ
悩

み
を
持
つ
人
に
何
か
気
分
転

換
の
時
間
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
た
。そ
こ
で
、乳
幼
児
の

成
長
記
録
に
で
き
る
の
で
は

と
着
目
し
、子
ど
も
の
手
形

や
足
形
を
様
々
な
モ
チ
ー
フ

に
し
た
手
形
ア
ー
ト
教
室
を

14
年
に
開
業
。16
年
に
同
社

を
設
立
し
た
。講
師
の
育
成

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、関
連

商
品
の
開
発
販
売
な
ど
事
業

の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

ソ
エ
ル
に
は
産
官
学
の

幅
広
い
企
業
・
団
体
が
参

画
し
て
い
る
。受
賞
を
機
に
、

「
色
々
と
（
協
業
な
ど
の
）

　

中
国
地
方
の
女
性
起
業

家
を
支
援
し
よ
う
と
始
ま
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
「
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」（
ソ
エ

ル
）。幅
広
い
企
業
・
団
体
が

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
画

し
、女
性
起
業
家
の
事
業
の

後
押
し
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
機
会
と
な
る
こ
と
な

ど
を
狙
っ
て
い
る
。

　
「（
大
賞
に
）
選
ん
で
も

ら
っ
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
よ
う
、事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
」。昨
年
12
月
10

日
、
広
島
市
中
区
の
広
島

国
際
会
議
場
で
あ
っ
た
第

２
回
ソ
エ
ル
の
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
発
表
会
・
表
彰
式
。50

件
を
超
え
る
応
募
の
中
か

ら
、
大
賞
（
中
国
経
済
産

業
局
長
賞
）に
選
ば
れ
た

Ｖ
Ｅ 

Ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
」を
８
教

室
展
開
す
る
。「
厳
し
く
て
つ

ら
い
」と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
し
、誰
も
が
気
軽
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
、教
室
を

カ
ラ
フ
ル
に
彩
る
。教
室
は
、

利
用
す
る
機
会
が
多
い
ス
ー

パ
ー
に
構
え
る
。買
い
物
つ
い

で
や
、買
い
物
の
合
間
に
子

ど
も
が
通
え
る
な
ど
の
工
夫

で
、大
人
の
生
徒
も
多
い
の

が
特
徴
と
い
う
。

　

渡
邊
さ
ん
は
「
視
野
を

広
げ
て
異
業
種
も
含
め
て
、

色
々
と
コ
ラ
ボ
し
て
い
き
た

い
」と
話
す
。

　

審
査
員
長
を
務
め
た
日
本

経
済
研
究
所
の
鍋
山
徹
専
務

理
事
は
、総
評
で
「（
受
賞
者

の
よ
う
に
）新
し
い
『
意
味
』

を
入
れ
る
こ
と
で
、新
し
い

事
業
が
お
こ
っ
て
く
る
。い
わ

ば
『
意
味
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
』。ソ
エ
ル
の
取
り
組
み
が

続
き
、広
が
っ
て
い
く
の
が
大

事
で
す
」と
語
っ
た
。

（
文
・
写
真　

近
藤
郷
平
）

話
も
進
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
」と
山
崎
さ
ん
は
話
す
。

　

ソ
エ
ル
は
中
国
経
済
産
業

局
と
日
本
政
策
投
資
銀
行
、

中
国
経
済
連
合
会
、中
国
地

域
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

が
共
催
す
る
。ソ
エ
ル
と
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
に「
＋
α
」の
付
加

価
値
や
サ
ポ
ー
ト
を
「
添
え

る
」と
い
う
思
い
が
こ
も
っ
て

い
る
。各
機
関
が
単
独
で
は
な

く
、色
ん
な
企
業
や
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、女
性
起
業

家
を
支
援
し
て
い
く
狙
い
だ
。

　

優
秀
賞
（
中
国
経
済
連

合
会
長
賞
）に
選
ば
れ
た
ワ

タ
ナ
ベ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ボ

（
三
原
市
）代
表
取
締
役
の

渡
邊
朋
子
さ
ん
も
、今
後
の

協
業
を
期
待
す
る
一
人
だ
。

　

同
社
は
30
分
個
人
レ
ッ
ス

ン
の
ピ
ア
ノ
教
室
「
Ｉ 

Ｌ
Ｏ

大賞に選ばれ表彰状を手にするpetapeta 代表取締役の山崎幸枝さん

起
業
の
理
由
や
足
元
の
事
業

な
ど
に
つ
い
て
発
表
す
る

山
崎
幸
枝
さ
んピアノ教室の事業

を説明するワタ
ナベミュージック
ラボ代表取締役の
渡邊朋子さん

手工芸による女性自立支援事業について
発表するアプトプランニング代表取締役の
児玉範子さん

地元鳥取の素材を使ったジェラートを
売りにする「pa cherry b.」代表の
益村千代さん

第１回SOERUの受賞者らも
登壇、「わたしが起業した
理由」などについて語った

審査員長を務めた
日本経済研究所の鍋山徹
専務理事が総評を行った

会場は多くの参加者で
埋まった

幅広い業種の企業・団体が
「SOERU」のサポーター

ひろしま経済ニュース
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※応募多数の場合は抽選となります。当選者発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

※ご応募いただいた個人情報は事務局が責任をもって管理し、協賛各社がプレゼントを発送するために利用します。なお、ご応募はお一人様、1 商品とさせて頂きます。　※商品の価格は全て税込みです。※ご応募いただいた個人情報は事務局が責任をもって管理し、協賛各社がプレゼントを発送するために利用します。なお、ご応募はお一人様、1 商品とさせて頂きます。　※商品の価格は全て税込みです。

平成31年1月31日（必着）左記マークの入っている各社商品を、
ビジネス朝日読者へプレゼント!!

　RCCは、テレビ開局 60 年記念
事業として、広島城にて「チームラボ 
広島城 光の祭」を開催する。広島
の象徴であり日本三大平城の一つで
ある広島城が、インタラクティブな光
のアート空間に変わる。触ると色を
変化させ音色を響かせる光る物体は、
礎石の上にそれぞれ自立しており、ま
るでゆっくり呼吸しているようだ。会
期は2月8日㈮～ 4月7日㈰まで。
入場料大人当日1000円。

アサヒビール株式会社お客様相談室    　　 （0120）011-121

　アサヒビール株式会社から、アサヒ
ビールならではの「キレ」と麦100％

※

の「飲みごたえ」を楽しめる新ジャン
ル「アサヒ極上〈キレ味〉」が新発売
される。独自の高発酵醸造技術と冷
涼ホップの活用などにより、「同社最
高レベルのキレ」と「本格的な飲み
ごたえ」を実現。「キレ・刺激」嗜好の
客層を満足させる味わいとなってい
る。1月29日㈫より全国で販売開始。
※麦芽、大麦、スピリッツ（大麦）を使用。ホップ使用量を除く

　特徴的な声と歯に衣着せぬ物言
いで人気を博している三代目桂南光
が、廿日市市にやってくる。桂南光、
桂米紫、桂りょうばの3 人が出演
し、上方落語を披露。テンポの良い
上方落語を聞いて、腹の底から笑お
う。「第 6回朝日上方落語 廿日市南
光亭」の公演は、2月17日㈰ 14
時から、はつかいち文化ホールさくら
ぴあ小ホールにて。チケットは全席
指定で前売り・当日とも2500 円。

はつかいち文化ホール さくらぴあ　☎（0829）20-0111

伝統的な上方落語を
たっぷりと堪能できる

　2月17日㈰はつかいち文化ホー
ルさくらぴあ大ホールにて、舞の海
秀平 講演会 「決してあきらめない！」
が開催される。新弟子検査基準の
身長に足りなかったため、頭にシリ
コンを入れて合格したというエピソー
ドを持ち、“ 技のデパート”の異名
を持つ舞の海のトークに、耳を傾け
たい。13 時 30 分開演、チケット
指定席 1500 円（当日2000 円）、
自由席 1000 円（当日1500 円）。

はつかいち文化ホール さくらぴあ　☎（0829）20-0111

はつかいち文化ホールさくらぴあに、
舞の海がやってくる

株式会社あじかん　☎（0800）100-7050

　株式会社あじかんが発売している
「あじかん焙煎ごぼう茶　ごぼうの
おかげ」は、健康習慣を手軽に始
められるティーバッグタイプの健康
茶。ごぼうを皮つきのまま処理する
独自の焙煎方法により、水溶性食
物繊維イヌリンやポリフェノールな
ど、ごぼうの栄養素を引き出してい
る。寒い季節は、香ばしい風味を
楽しめる煮出しがお勧め。自然が生
んだごぼうのパワーを体感しよう。

　内窓の中四国施工実績 NO.1 を
誇る窓の専門店「窓屋」が、2月
末までの期間限定で内窓（YKK AP
製・LIXIL 製）製品代 50％ OFF キャ
ンペーンを実施する。キャンペー
ン期間中に 2世帯で内窓を注文す
ると、6000 円相当の取付費 1 カ
所が無料になるサービスも展開す
る。消費税が上がる前に、内窓を
お得に設置してはいかがだろうか。

窓屋広島店　☎（082）208-1122 チームラボ 広島城 光の祭 実行委員会事務局　☎（082）222-1133

長イモのお好み焼き
一般の方を対象にクッキング
スタジオ料理教室を開催中！
詳しくは学校ホームページ
をご覧ください。

広島酔心調理製菓専門学校

サクふわ食感だから1枚ペロリ

【材料】（1人分） 【作り方】
①長イモをざく切りにし、軽くたたいておく。
キャベツは、せん切りにする。
②ボウルに卵、長イモを入れて混ぜる。
　さらにキャベツを入れてよく混ぜる。
③熱したフライパンにサラダ油適量（分量外）
を入れ、②を流し込む。
　天かすをふりかけ、豚バラ肉をのせる。
④生地に焼き色がついたらひっくり返す。
　火が通ったら皿に盛り、お好み焼きソース、
マヨネーズをかけ、青のり、紅ショウガ、鰹節
をふる。

○卵（M）：１個
○長イモ：50g
○キャベツ：50g（1枚目安）
○豚バラ肉スライス
　：50g（2枚目安）
○天かす：適量
○青のり：適量
○紅ショウガ：適量
○鰹節：適量
○お好み焼きソース：適量
○マヨネーズ：適量

長イモのサクッとした食感を残すため、ざく切りにしています。すりお
ろしを使ってもおいしいですよ。

レ
シ
ピ
・
調
理
／
神
開 

明
規

（
日
本
料
理
実
習
教
員
）

監
修
／
広
島
酔
心
調
理
製
菓
専
門
学
校

忘却の礎石にたちつづけるものたち / Resisting and 
Resonating Ovoids on the Stones of Oblivion

自由席
チケット

ペア3組様
チケット

ペア1組様

商品
1ケース

（350ml×24本）

1名様

チームラボ 広島城 光の祭

アサヒビール 極上

さくらぴあ

あじかん ごぼう茶

さくらぴあ

お香セット
1000円相当

5名様

窓屋広島店

写真のCD

3名様

写真の商品

10名様

夜の広島城が、
不思議な灯りに包まれる

「冴えるキレ 味、本格」の新ジャンル
「アサヒ極上〈キレ味〉」誕生

内窓を取り付けて、
寒さや結露・騒音を解消しよう

あじかん焙煎ごぼう茶で、
毎日をより健康に
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ビールスタンド重富のビールお一人様
1杯ペアチケットをプレゼントします。
応募方法は４頁をご覧ください。

重富酒店
代表取締役  重富 寛さん ビールスタンド重富

のビールお一人様
1杯ペアチケット

ペア5組様
ビールスタンド重富
広島市中区銀山町10-12
050-3635-4147
営業時間／17：00～19：00 ※お酒は20歳になってから。未成年者への販売はお断りいたします。

サルトリパーロ
082-544-1715
サルトリパーロ

や
国
内
の
工
場
に
て
１
点

１
点
オ
ー
ダ
ー
に
て
お
作

り
し
て
い
ま
す
。自
分
サ
イ

ズ
の
フ
ィ
ッ
ト
し
た
カ
ジ
ュ

ア
ル
ウ
ェ
ア
を
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、毎
月
第
一
土
曜
日

の
午
前
９
時
５
分
よ
り
、洋

服
に
関
す
る
情
報
を
お
届

け
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
ラ
ジ

オ
出
演
中
で
す
。大
人
の
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
か
ら
カ
ジ
ュ

ア
ル
シ
ー
ン
ま
で
、気
に
な

る
ス
タ
イ
リ
ン
グ
の
仕
方
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
お

話
を
し
て
い
ま
す
！
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
参
考
に
是
非
お
聞

き
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
サ
ル
ト
リ
パ
ー
ロ
店
主  

滝
）

　

広
島
市
中
区
中
町
の
ク

リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
３
階
に
あ

る
、メ
ン
ズ
＆
レ
デ
ィ
ー
ス
の

オ
ー
ダ
ー
服
専
門
店
「
サ

ル
ト
リ
パ
ー
ロ
」で
は
、４

年
前
か
ら
カ
ー
プ
公
認
の

ウ
ェ
ア
を
展
開
中
。ス
ー
ツ

や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
用
の
カ
ー
プ

坊
や
プ
リ
ン
ト
入
り
裏
地

や
デ
ニ
ム
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・ハ
ー

フ
カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
・
シ
ャ
ツ
・

ブ
ル
ゾ
ン
な
ど
、ト
ー
タ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
ま

す
。当
店
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
稀
少
価
値
も
、人
気
の

秘
密
で
す
！

　

通
常
の
既
製
服
で
は
、小

さ
す
ぎ
る
、大
き
す
ぎ
る
と

い
う
方
の
為
に
、ほ
と
ん
ど

の
商
品
を
当
店
の
ア
ト
リ
エ

カープ公認ポロシャツ
20,520円（税込）

カープ公認ジーンズ
31,320円（税込）

「カープ英字新聞プリント
Tシャツ」をプレゼントし
ます。応募方法は4頁を
ご覧ください。

カープ英字新聞
プリント
Tシャツ

1名様

　

イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

の
仕
事
も
軌
道
に
乗
っ
て

来
た
２
０
０
８
年
、ホ
ー

ム
テ
レ
ビ
か
ら
「
シ
ニ
ア

世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
番
組
の
、Ｍ
Ｃ
を
お
願

い
し
た
い
」と
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。解
説
の
経
験
も

あ
り
ま
す
し
「
何
を
し
ゃ

べ
っ
て
も
い
い
よ
」と
言
わ

れ
た
の
で
、引
き
受
け
ま
し

た
。２
０
０
８
年
の
年
末

に
放
送
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
版

が
好
評
を
得
た
ら
し
く
、

２
０
０
９
年
４
月
か
ら
レ

ギ
ュ
ラ
ー
化
が
決
定
。最
初

の
数
回
は
ス
タ
ジ
オ
撮
影

で
し
た
が
、徐
々
に
屋
外
ロ

ケ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
心
掛
け
て
い
た
の

は
、シ
ン
プ
ル
に
素
直
に
、

正
直
な
言
葉
で
伝
え
る

こ
と
。取
材
相
手
の
方
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う

に
、相
手
の
懐
に
飛
び
込

ん
で
い
き
、普
段
着
の
ま

ま
の
気
持
ち
で
接
す
る
と

楽
し
く
会
話
が
弾
み
ま
し

た
。

　

ス
タ
ジ
オ
で
の
収
録
に

１
日
、ロ
ケ
に
は
２
日
か
か

り
ま
す
。会
社
の
仕
事
を

し
な
が
ら
で
す
か
ら
、ス

会
社
業
務
と
Ｍ
Ｃ
と
い
う
二
刀
流
に
挑
む現在の自分があるのは、過去に

経験を積んだ結果である。

乾杯で結ばれる、人と人との絆

す
。酒
で
人
と
人
と
の
縁
を

結
び
、結
束
力
を
高
め
た
い

も
の
で
す
。

　

日
本
の
会
社
員
は
恥
ず

か
し
が
り
や
が
多
い
で
す
か

ら
、お
酒
が
入
ら
な
け
れ
ば

本
音
で
語
れ
な
い
人
も
多
い

で
す
。こ
の
た
め
一
次
会
で
は
、

「
ま
だ
、や
っ
と
エ
ン
ジ
ン
が

か
か
っ
た
所
」と
い
う
状
態
。

本
音
で
語
り
合
え
る
の
は
、

二
次
会
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。一
次
会
を
乾
杯
で
締
め
、

み
ん
な
で
気
持
ち
を
一
つ
に

し
て
二
次
会
に
突
入
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
が
、流
川
の

役
目
で
す
。２
０
１
９
年
に

結
ば
れ
る
新
し
い
縁
を
祝
っ

て
、今
日
も
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

（
聞
き
手
・
中
西
真
理
）

　

あ
け
ま
し
て
、お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。平
成
最
後

の
新
年
の
始
ま
り
は
、い
か
が

で
し
ょ
う
か
。新
年
会
で
乾
杯

つ
づ
き
…
と
い
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。飲
み
会

の
と
き
は
ぜ
ひ
、最
初
と
最

後
に
乾
杯
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
水
盃
を
交
わ
す
」と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

水
で
乾
杯
し
て
こ
の
世
と
縁

を
切
る
「
今
生
の
別
れ
」を

意
味
し
ま
す
。水
は
人
と
人

と
の
縁
を
切
り
ま
す
が
、酒

は
人
と
人
と
の
縁
を
結
び
ま

す
。会
社
の
宴
会
も
こ
れ
と

同
じ
。同
じ
銘
柄
の
お
酒
を

酌
み
交
わ
せ
ば
、よ
り
一
体

感
が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
ま

タ
ッ
フ
に
は
迷
惑
を
か
け

ま
し
た
。ロ
ケ
は
朝
早
く

出
発
す
る
こ
と
が
多
く
、

撮
影
ス
タ
ッ
フ
は
朝
食
抜

き
の
ま
ま
仕
事
を
し
、午

後
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
そ

の
日
の
食
事
と
い
う
時
も

あ
り
ま
し
た
。妻
に
話
す

と
、「
ご
飯
を
食
べ
な
い
と

力
が
出
な
い
か
ら
」と
、私

と
ス
タ
ッ
フ
の
分
の
お
弁

当
を
持
た
せ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
は
「
自
分
が

妻
子
を
支
え
な
け
れ
ば
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、最

近
は
妻
に
支
え
ら
れ
っ
ぱ

な
し
。家
族
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
、今
の
自
分
が
こ
こ

に
い
る
の
だ
と
、し
み
じ
み

感
じ
ま
す
。

（
聞
き
手
・
中
西
真
理
）

渡
辺
弘
基
の
直
筆
色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
４
頁
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ナベさん
今月の一言
サイン色紙

3名様

　斜めストライプのカープ坊や
とカープのロゴプリントがさりげ
なく入った人気のアイテム。
　大人のカジュアルスタイルにお
薦めの、オーダーで仕立てるスポー
ティーで若々しいデザインです。重富酒店は創業以来、ビールで人と人の縁を結んでいる
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映画招待券

ペア1組様

サロンシネマ1・2 広島市中区八丁堀16-10（広島東映プラザビル8階）
TEL（082）962-7772

八　　 丁　　 座 広島市中区胡町6-26（福屋八丁堀本店8階）
TEL（082）546-1158

観賞券をプレゼントします。応募方法は4頁をご覧ください。

ヘレディタリー／継承
今月のオススメ作品

公開中

　「IT/ “それ” が見えたら、終わり」
「ドント・ブリーズ」「クワイエット・
プレイス」などのヒットにより、近年
はホラー映画が再ブームです。公開
中の「ヘレディタリー／継承」は、
そんな中でも頂点を極めたホラーと
して話題となっています。
　祖母の死により「何か」を継承し
てしまった家族を次々と襲う恐ろし
い出来事を、正攻法の演出でしっ
かりと描いています。不気味な音楽
や効果音が徐々に恐怖感を高めてい
く音響設計や、画面の奥に「何か」
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朝日新聞広島総局記者
高橋俊成

が写りこんでいるように見えるカメラ
ワークや照明、背後に気配を感じて
ゆっくりと振り向くと決定的な恐怖
を目撃してしまう俳優の表情など、
奇抜な設定やコケオドシだけに頼ら
ず、映画として隅々まで計算が行き
届いており、批評家からも高い評価
を受けています。
　DVD 鑑賞では恐くて途中で止め
たり早送りしたりしてしまうかもしれ
ません。ある意味逃げ場のない映画
館の暗闇でこそ楽しめる映画ではな
いでしょうか。

招待券

ペア5組様

　『やさいさん』『しろくまのパンツ』
『パンダ銭湯』など、超人気絵本
を数多く生み出している今最も話題
のアーティスト、tupera tupera（ツ
ペラ ツペラ）。その展覧会がふくや
ま美術館にやってきます。
　tupera tupera は、武蔵野美術
大学でグラフィックデザインと油絵
を学んだ亀山達也、そして、多摩
美術大学の染色科で学んだ中川敦
子による2 人組ユニット。
　その活躍の場は幅広く、絵本は
もちろん、雑貨、アニメーション、
舞台美術、テレビ番組や CDジャ

ケットのアートディレクションなど各
分野に及びます。
　紙を切って貼り、さまざまな色と
形で彩られるその作品は、高いデザ
イン性を持ちながらもユーモア溢れ
るものです。
　本展は、代表作である絵本の原
画を中心に多様な活動を紹介する
と同時に、貼り絵やコラージュを駆
使して彩られた、色鮮やかで繊細な
手仕事の世界へご案内します。また、
絵本の世界を３次元化したようなド
キドキわくわくがとまらない展示空
間もみどころです。
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●
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０
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９
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月
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日
㈰
〜
３
月
24
日
㈰

観賞券をプレゼントします。応募方法は4頁をご覧ください。

「パンダ銭湯」
（2013年／絵本館
©tupera tupera）

ふ
く
や
ま
美
術
館 

特
別
展

ふくやま美術館
観覧料金／一般1,000円、高校以

下無料

住　　所／広島県福山市西町二丁目４番３号
電　　話／（084）932-2345
開館時間／9：30～17：00 
休 館 日／月曜日（祝休日の場合翌日）

※2月11日（月・祝）は開館、2月12日㈫は休館開館

Ⓒ2018 Hereditary Film Productions, LLC

株式会社 序破急
取締役 銀幕部長
戸川喜史さん

【広島県内上映劇場】サロンシネマ、福山エーガル 8シネマズ
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　――音楽を教えたいと思う
ようになったのは。
　日常からピアノの音が聞こ
えなくなったのを寂しく思って
いました。団地で暮らした幼
い頃は、夕方になるとピアノ
の音が聞こえてきて、「あのお
姉さんのように弾きたい」と
憧れたものでした。
　――最初は出張レッスンか
ら始まりました。
　お子さんが小さいとか、介
護のお年寄りがいるとか、お
うちに来てくれたらうれしい
な、という要望が結構あった
んです。「ピアノの音が聞こえ
てうれしい」と、寝たきりの
おばあさんが喜んでくれたこと
も。当時からバイオリンやサッ
クス、フルートなどの講師も
派遣しています。
　――そして牛田に教室を。
　子どもを通わせたいとの声
も頂き、主人の開業に合わせ
て「この区画を」と教室にし
ました。スタインウェイのピア

ノでレッスンを受講できます。
生徒さんは120～130人。0歳
児から80歳を超える方、3世
代で通われている方もいま
す。平日午後2時までは割安
な大人のレッスンコースや、
リクエストし合って歌う歌声サ
ロンというグループレッスンも
人気ですね。
　――教室以外の活動は。
　幼稚園でリトミックやプレピ
アノなど課外保育にも行きま
す。音感を付けるためのオリ
ジナルCDも作りました。演奏
活動のほか、テレビの生放送
で伴奏もしていました。
　――心がけていることは。
　教室には30分の息抜きに
来る受験生もいます。何でも
話せて相談できる、サロンの
ような、駆け込み寺のような
存在でもありたいと思ってい
ます。音楽の楽しさを伝え、
音楽人口を増やして、広島を
音楽でいっぱいにしたいです
ね。　　 （聞き手・副島英樹）

絶対音感生かしレッスン
0歳児から80歳代まで
広島を音楽でいっぱいに

本州四国連絡高速道路㈱
しまなみ尾道管理センター所長

大
お お か わ

川 宗
む ね

男
お

さん（59歳）
〈プロフィール〉香川県出身。国立高松工業
高専を卒業後、１９８０年４月に本州四国連
絡橋公団へ。瀬戸大橋の建設で地元との
設計協議や工事監督を務め、完成後も管
理に携わる。道路公団改革で民営化後、橋
梁保全課長を経て、２０１６年７月から現職。
12年３月から３年間、ＪＩＣＡの専門家としてエ
ジプトで橋の維持・管理の指導にあたった。

M
ミュ ー

iu音楽アカデミー代表

水
み ず い り

入 恵
めぐみ

さん（42歳）
〈プロフィール〉広島市出身。エリザベト音楽
大学器楽学科ピアノコース卒。２００６年に
当時は出張専門のＭｉｕ音楽アカデミーを立
ち上げ、１１年に医師の夫が開業した「水入
クリニック」の隣に牛田教室（０８２・９６２・
０２１７、東区牛田早稲田１丁目）を開校。一
度聴いたらピアノで弾ける絶対音感を持つ。

　――しまなみ海道は今年５
月で開通20周年ですね。
　プレイベントとして、しまな
み海道のある風景のフォトコ
ンテストや、アプリを利用し
たスタンプラリーを実施して
います。ラリーは、サイクリン
グ周遊、自動車等ドライブ周
遊、平山郁夫画伯五十三次
の３コースあります。
　毎年秋に開かれる「しまな
み海道スリーデーマーチ」で
も、生口島と大三島間の斜張
橋・多々羅大橋のタワー（高
さ226㍍）に上れるコースを
検討するなど、様々な記念イ
ベントに取り組みます。
　――豪雨災害の影響は。
　ここ６年は過去最高が続い
た交通量が、西日本豪雨の
あった昨年７月には本四間直
通は対前年比で８割を切りま
した。９月から回復してきた
ものの、黄色信号です。沿線
の観光施設も含め、お客様に
戻ってきてもらいたいですね。

　――しまなみの魅力は。
　「山の中に海がある」感じ
ですね。国際サイクリング大
会などを通して魅力は世界に
伝わっています。「友人に素
晴らしいと聞いたから」と外
国人の輪も広がっています。
　――センターの仕事は。
　道路と橋の維持管理です。
「200年使える橋を目指して」
を合言葉に、維持管理費全体
の半分を占める塗り替え塗装
費を抑えるため、耐久性の高
い塗料に代えています。ケー
ブル送気乾燥システムなど腐
食防止の技術を世界に先駆
けて開発し、今では国内外の
吊り橋に導入されています。
　――今後期待することは。
　しまなみ開通に伴ってレモ
ンの出荷が伸びたように、し
まなみ海道らしいものが地元
で発展してほしいですね。い
いものがあれば人が集まる。
情報発信もしていきます。

 （聞き手・副島英樹）

しまなみ海道開通20周年
「山の中に海あり」が魅力
橋の維持管理と情報発信
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